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■
お
問
合
せ
先

国
保
事
業
に
関
す
る
こ
と
は

保
険
医
療
課(

7
X
６
５
１
２)

保
険
料
改
正
に
関
す
る
こ
と
は

税
務
課(

7
X
６
５
０
８)

国
民
健
康
保
険
の
現
状

民
健
康
保
険(

国
保)

は
、
い
ざ
と
い
う
時

に
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
加
入
者
が
ふ
だ

ん
か
ら
保
険
料
を
出
し
合
っ

て
お
互
い
に
助
け
合
う
制
度

で
す
。

勤
め
て
お
ら
れ
る
人
や
そ

の
扶
養
家
族
を
除
く
す
べ
て

の
人
が
加
入
す
る
公
的
医
療

保
険
と
し
て
、
国
民
皆
保
険

制
度
の
基
盤
と
し
て
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
近
年
、
急
速
な

高
齢
化
の
進
展
や
医
療
の
高

度
化
に
よ
り
、
国
保
の
医
療

費(

※
表
１)

は
年
々
増
加
の

一
途
を
た
ど
り
、
そ
れ
に
伴

い
国
民
健
康
保
険
の
給
付
費

(

※
表
２)

も
増
え
続
け
て
い

ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
加
入
者
の
負

担
を
で
き
る
限
り
抑
え
る
た

め
、
国
民
健
康
保
険
財
政
の

繰
越
金
や
財
政
調
整
基
金
を

取
り
崩
し
て
収
入
を
確
保
し

て
き
ま
し
た
が
、
財
政
調
整

基
金
は
最
低
限
必
要
な
額(

※

表
３)

を
残
す
の
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。

保
険
料
率
の
改
正

状
を
お
知
ら
せ
し
た

と
お
り
、
こ
の
ま
ま

で
は
国
保
事
業
の
健
全
運
営

は
難
し
く
、
今
後
ま
す
ま
す

増
え
る
と
思
わ
れ
る
医
療
費

に
見
合
う
保
険
料
収
入
を
確

保
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
、

や
む
を
得
ず
７
年
ぶ
り
に
医

療
分
の
料
率
を
改
正
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
、
保

険
料
率
の
一
つ
と
し
て
、「
資

産
割
」(

固
定
資
産
税
の
20
％

※
浅
井
支
所
区
域
は
27
％)

で

保
険
料
を
徴
収
し
て
い
ま
し

た
が
、
資
産
の
有
無
で
負
担

格
差
を
設
け
る
こ
と
は
適
当

で
な
い
と
の
ご
意
見
が
多
く
、

今
年
度
か
ら
廃
止
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
本
年
４
月
か
ら
開

始
さ
れ
た
「
長
寿
医
療
制
度

(

後
期
高
齢
者
医
療
制
度)

」

へ
の
後
期
高
齢
者
支
援
金
分

を
明
示
し
て
保
険
料
を
負
担

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
料
の
料
率
を
改
正
し
ま
す

国

現
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■表１：医療費の推移
平成13年度からの６年間で、ほぼ20％上昇し

ています。平均すると３％程度の伸びですが、
19年度は６％近い伸びになっており、今後はこ
の伸び率がさらに上昇することが予想されます。

■表２：保険給付費の推移
平成13年度との比較で33％の伸びとなってい

ます。特に平成19年度は、９％(約３億9,000
万円)と大幅な伸びで、平成20年度についてはさ
らに５％程度上昇することが予想されています。

■表３：基金および繰越額の推移
平成13年度には３市町で７億円近い基金・繰

越金がありましたが、平成19年度決算見込みで
は約１億2,000万円になる見込みです。平成19
年度の単年度決算では、実質２億2,000万円の
歳入不足となっています。

保
険
料
の
軽
減

一
定
の
所
得
以
下
の
世
帯
に
対
し
て
、
均
等

割
と
平
等
割
を
軽
減(
※
左
図)

し
て
い
ま
す
。

軽
減
額
は
、
前
年
度
の
所
得
を
も
と
に
判
定
し

て
い
ま
す
。
市
へ
の
申
告
を
さ
れ
な
い
場
合
は
、

軽
減
措
置
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

保
険
料
の
納
付

国
民
健
康
保
険
料
は
、
年
度
単
位(

４
月
〜

翌
年
３
月)

に
計
算
し
、
１
年
間
の
保
険
料
を

６
月
〜
翌
年
３
月
ま
で
10
回
に
分
け
て
納
付
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
10
月
か
ら
、

公
的
年
金
を
受
給
す
る
人
か
ら
は
保
険
料
を
直

接
徴
収
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■保険料率の決め方
その年の医療費などの総額を推計します。そこから

みなさんが病院などで支払う一部負担金と国や県から
の補助金などを差し引いた分が保険料の必要額になり
ます。必要な保険料を一定のルールに基いて所得割・
均等割・平等割に振り分けて料率を決定します。

■１世帯あたりの保険料額
国保加入者の所得、加入者数と料率を掛け、平等割

を加算することにより世帯の保険料額が決まります。
介護分は40歳から64歳までの人が納めます。

病院などで  
支払う  
一部負担金 

保険料 

国や県 
からの  
補助金など 

その年の 
医療費などの 
推計額 

平成20年度 
保険料率 

所 得 割
均 等 割
平 等 割
賦 課 限 度 額

医　　療　　分

４７０，０００円

右の区域以外
６．２％

２１，６００円
１６，１００円

浅井支所区域
５．８％

２０，２００円
１５，２００円

支　援　金　分
共　通
２．１％

７，８００円
６，２００円

１２０，０００円

介　護　分
共　通
１．７％

９，２００円
５，２００円
９０，０００円

※市町合併の特例により、平成20年４月１日に浅井支所区域に住所があった人は、医療分の保険料率が異なります。

世帯主とその世帯に属する
被保険者の前年の総所得金
額が33万円以下の世帯

７
割
軽
減

５
割
軽
減

２
割
軽
減

対　象　世　帯

世帯主とその世帯に属する
被保険者の前年の総所得金
額が33万円＋(24.5万円×
世帯主を除く被保険者数)
以下の世帯

世帯主とその世帯に属する
被保険者の前年の総所得金
額が33万円＋(35万円×被
保険者数)以下の世帯


